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かにされる｡ 即ちこのストライキを通じて ｢ ドック･波止場 ･河岸及び一般労働者組合｣ の成立が論ぜら
れ,さらに ｢ガス一般組合｣ の成立に対抗して資本の賃労 配 の労務管理体制への志
向としてサウス ･ メトロポリタン･ ガス会社の利潤分配方式が検討され, それが労働者の企業に対する忠
誠心と企業内定着をはかろうとするものであったことと, これに対する労働組合の反対にもかかわらず,
この制度がある程度成功したことが明らかにされている｡







ることが明らかにされている｡ 第 3 茸と第 6 章はその具体的運動の記述である｡
第5章では職能別組合の産業別組合化が, 新組合主義の影響下に行なわれたことが検討されている｡ と
くに合同機械工組合 (ASE, 典型的な職能別組合) が産業別組合としての合同機械産業労働組合 (AEU)
に転化してゆく過程で ｢新組合主義理念にもとづく新たな運動形態, すなわち生産点に結集した低熟練労
働者及び不熟練労働者の職場における運動と組織化, 伝統に固執する職能別組合を産業別組合へ編成させ









第 1に, 本論文は成立期の新組合研究としては, 本邦最初の本格的なものであり, 未だこれをこえる研
究は出ていない｡
第2に, 19世紀末のドック労働者の諸階層の分析と, ロンドン･ ドック ･ ストライキの詳細な記述は非
常にすぐれており, 本論文の大きいメリJットの一つといってよい.
第3に, 法的規制による標準8時間制や最低賃金制は, 従来専ら国家の政策としての社会政策論の視角
から取り上げられたが, 本論文は, 新組合の組織と機能の視角から取り上げ検討しており, 社会政策とし
てのこれらの分野に新しい照明を与えたもので本論文の- つのメリットとみてよい.
第4に, 新組合の機能と組織が, 労資対抗のなかでとらえられ, 労働市場の変化や性格 ･熟練の変化や
性格から一面的にとらえる立場が排せられており, この点は全巻を通じてなされているが, ｢一般組合の
成立と資本の対応｣ (第2章第5節) でそれは見事に果たされているといってよい｡ 個別企業的労務管理
体制が労働組合の横断的団結の破壊と否定を狙って出現することがここで明らかにされている｡
本論文は欠陥も多い｡






第 2 に, 新組合 ･一般組合は単に不熟練労働者ばかりでなく全等級の労働者を包含することを目指す組
織であり, ガス工組合もドックの組合も, 熟練工を含んでいたことを考えれば, 不熟練工とこれら熟練工
との関係を明らかにする必要がある｡ この点が検討されていないことは本論文の不十分さを示すものであ
る｡
第 3に, 職能別組合から産業別組合- の発展過程が, この部面での研究成果を十分とりいれて論ぜらて
おらず, この点が本論文を性格的に弱める結果となっているといえる｡
以上欠陥も指摘されるが, 新組合を成立期のそれに限定したとはいえ, この期の新組合をその機能と組
織の点から明らかにした先駆的業績として, 経済学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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